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1 はじめに
無線移動端末のみを用いて既存の通信インフラの無
い場所に一時的にネットワークを構築できる技術とし
て無線アドホックネットワークが注目されている．筆
者らは無線アドホックネットワークの応用例の一つと
して挙げられる ITSへの適用に注目して，車両間でア
ドホックネットワークを構築し，詳細な地域情報を収
集するシステムを検討している．
無線アドホックネットワークを利用したシステムで
は，端末の移動や無線リンクの状態の変化により端末
間の接続性が保証されず，ある時点まで利用可能だっ
たデータが利用不可になる可能性がある．このような
事態を避けるために，筆者らは各端末にデータの複製
を配布することでネットワーク内に存在するデータの
可用性を高める複製配布方式を提案している [1] [2]．提
案方式では車両が，自身の周辺の位置に関連づけられ
た情報 (位置依存情報)を利用するシーンを想定し，端
末がデータを取得したと同時に位置依存情報の複製を，
その関連する位置周辺の端末に疎に配布する．[1]では，
車両の航行情報を利用した複製配布方式を提案してい
る．この方式では，航行情報を利用することにより無
駄な複製の配布を防ぎ，端末の記憶容量の制限や複製
によるトラフィックの増大などの問題を防ぐ．本稿で
は [1]で提案した手法のうち端末の位置と速度を利用
した手法のシミュレーション評価について述べる．

2 位置依存情報複製配布
文献 [2]では携帯端末の記憶容量や複製の利用効率
を考慮した複製配布方式として SC(Skip Copy)方式を
提案している．SC方式では Geocastによりアクセス
される位置依存情報を取得後，直ちに位置依存情報の
複製を複製配布範囲半径Rの端末にフラッディングに
よって配布する．この複製を受信した端末のうち，複
製配布元の端末からのホップ数に基づいて選ばれる一
部の端末のみがその複製を保持し，以後のGeocastに
よるデータ要求に応える．しかし端末の地理的な密度
が高いときに SC方式を用いると複製の配布先がホッ
プ数のみで決まるので複製が過度に多くの端末で保持
される可能性がある．また車両の動きの応じて複製を
配置すれば高いメモリの利用効率で高いデータ可用性
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図 1: SC方式と 3D方式による複製配布

が得られることが期待できる．そこで文献 [1]ではカー
ナビ等から得られる車両の走行情報を利用し SC方式
の問題点を解決する手法，3D方式 (Distance, Density
and Direction Method)を提案している．

2.1 3D方式
3D方式では，複製を受信した端末は以下のポリシに
従い複製保持率 Pr を求め，複製を保持するかどうか
を決定する．

(1) 情報発生源に近い端末ほど Pr を低くする．

(2) 端末の地理的な密度が高いほど Pr を低くする．

(3) 情報発生源に近づいてくる端末ほどPrを低くする．

一方 SC方式では情報発生源からのホップ数 sで複製
を保持するかどうかを決定する．(図 1)
本稿では 3D方式のポリシのうち，特に 1の情報発
生源からの距離と 3の端末の移動方向の 2つに焦点を
あてて検討する．なお文献 [3]では 2の密度に焦点を
当てた複製配布方式について検討をしている．
ここで，複製を受信する端末の位置ベクトル �p，速
度ベクトル �vを定義する．位置ベクトル �pは受信した
複製の情報発生源を原点とする．情報発生源，端末の
位置は GPS等で取得できるものとする．速度ベクト
ル �vは複製を受信した端末の目的地と移動速度より決
定される．目的地の位置情報はカーナビ等で取得する．
上記の方法で取得した �p , �vを元に複製保持率 Pr を

以下の式で計算する．

Pr = min
(
max(0, a �|p| + b�p · �v), 1

)
(1)

式 (1)において第 1項は方針 (1)，第 2項は方針 (3)を
表している．a, bは調整用の係数である．



3 評価
シミュレーションにより 3D 方式と SC 方式 (s=2)
および複製配布範囲の端末全てに複製を保持させる
RAR(Replica All in R)方式を性能比較をする．ただ
し，本来 SC方式では応答時に複製の再配置を行うが，
今回評価するすべてのモデルでは複製の再配置は行わ
ない．シミュレーション時間は 2000秒とする．

3.1 シミュレーションモデル
1000m × 1000mの 2次元平面上に配置された 100m

× 100m の正方形のセルにそれぞれ 100個のデータ源
があるとする．移動端末の数が 100，通信範囲が 100m，
複製配布半径 Rを 300m とする．

• 移動モデル
各端末の初期配置はランダムに決められ，以下に示
すランダムウェイポイントモデルに従い移動する
(1) 移動先をランダムに決定
(2) ランダムに速度 v(=0～vmax[m/s])を決定
(3) 移動先まで速度 vで移動
(4) 時間 t(=3[sec])だけ停止
(5) (1)に戻る

• データ取得
50個の端末が平均 60秒のポアソン到着モデルに
したがって，そのとき自分がいるセルで識別され
るデータを取得する．データを取得後は直ちに複
製をフラッディングする．

• データアクセス
各端末は平均 60秒のポアソン到着モデルに従って
データ要求を送信する．要求するデータはセルの
各所で識別される．データを要求する先のセルは
乱数により，端末とセルの中心位置が近いものを
高い頻度でアクセスされるように選ばれる．
要求メッセージは情報発生源の位置周辺にいる不
特定の端末にGeocastで送信される．具体的には，
ブロードキャストされたデータを受信した端末の
うち，前の端末より宛先のセル中心に近づく位置
にある端末のみがブロードキャストを行うことを
繰り返していく．要求を受信した端末要求された
データを持っていれば要求元へ応答を返す．応答
メッセージは要求メッセージのルートを逆に辿っ
て送信する．

• 調整係数 a, b
a = 1/R, b = 1/Rvmax

ただし R は複製配布半径，vmax はランダムウェ
イポイントモデルにおける最高速度とする．

• データサイズ
データサイズは以下の通りにとした．

– オリジナル，複製, 応答メッセージ: 1Kbyte
– 要求メッセージ: 128byte

3.2 評価指標
提案方式の性能評価指標を次のように定義する．
• アクセス成功率 As(Access Success Ratio)

As =
Ac

Rc
(2)

Ac(Answer success Count)，Rc(Request Count)
はそれぞれシミュレーション時間全体における要
求元が対象となるデータの応答を受け取った回数，
要求メッセージを送った回数である．

図 2: アクセス成功率とメモリサイズの関係

3.3 シミュレーション結果
各端末が保持できる複製およびオリジナルデータ数
の総和 (メモリサイズ)を変化させたときの Asの変化
を図 2に示す．(a)のグラフは歩行者 (vmax=2[m/s])，
(b)のグラフは自動車 (vmax=15[m/s])を想定している．
3D方式と SC方式を比較した場合，若干 3D方式のア
クセス成功率が高くなった．この理由は複製配布にモ
ビリティデータを用いたことにより SC方式でのホッ
プ数のみによる判定にくらべ複製をより効果的に配布
することができ，メモリ利用効率が良くなったからだ
と考えられる．図 2より vmax が変化しても，各方式
ともアクセス成功率にほとんど変化がないことがわか
る．この結果から，各方式とも vmaxによらずアクセス
成功率はほぼ一定に保たれるといえる．

4 まとめ
アドホックネットワークにおける位置依存情報複製
配布方式 3D方式について既存の複製配布方式である
SC方式との比較評価を行った．評価の結果，3D方式
が SC方式より若干アクセス成功率が上昇しているこ
とが確認できた．今回，複製の再配置については考慮
しなかったが，今後 3D方式のポリシに沿った再配置
の方法やそのタイミングの検討を行う．さらに端末の
周辺密度を考慮に入れ，3D方式全体の性能評価を行う
予定である．

参考文献
[1] 土田元, 鬼頭政貴, 石原進, 峰野博史: “端末の移動
予測を用いたアドホックネットワーク上の位置依存
情報の複製に関する検討”情処研報, 2003-MBL-27,
Vol.2003, No.114, pp.1–8 (2003).

[2] 田森正紘, 石原進, 水野忠則: “アドホックネット
ワークおける端末の位置を考慮した複製配布方式の
評価,” 情処研報, 2001-MBL-18, Vol.2001, No.83,
pp.135–142 (2001).

[3] 鬼頭政貴, 土田元, 峰野博史, 石原進: “端末の密度
を用いたアドホックネットワーク上の位置依存情報
の複製方法” 第 66回情処全大 (2004)



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


